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制服の着用について、令和４年３月９日に生徒・保護者（PTA 役員の
代表）・教員有志による懇談会を行いました。

経緯

各クラスでの話合い、各クラス代表による生徒評議員会を経て、生徒諸君から以下のよう

に教員側に対して提案がありました。それに対して

①全生徒、保護者に対してアンケートの実施 （令和３年11月～12月実施）後掲

②職員会議

③生徒、保護者代表、教員有志による直接対話

を行いました。

生徒案

１ 熱中症対策のため７月１日から９月３０日、防寒対策のため１２月１日

から２月２８日の期間は、制服を基本とするが私服での登校を認める

２ 制服で登校する場合、通常通りきちんと着用する

３ 私服で登校する場合、学習するのにふさわしい服装にする

４ 休日の部活動は、各部で決められた服装で登校する

５ 頭髪については、自然のままで学生らしい髪型とする

３者による直接対話の抜粋

意見（発言順） （保）は保護者、（生）は生徒、（教）は教員の発言です。

（保）制服を着ている人と私服の人が混在するのはおかしい

（保）私服はお金がかかる

（保）制服は３年しか着ないので大切に

（保）私服を認める場合、制限はあるのか

（生）制服がないことのメリット ジェンダー問題 制服がないと倍率が上がる

デメリット 制服で勉強をすることに意義がある

（生）服装に自由度があった方がいい。ジャージ、私服、制服自由にしてほしい

（生）部活のあとジャージでの下校を認めて欲しい。部活の後着替えるのは制服が汚れる

（生）授業を受ける際にジャージを認めて欲しい。暑いとき授業でズボンをめくりたい

（生）バイク登校 女子生徒 ウインドブレーカーを着てズボンをはきたい

（生）冬タイツをはいても寒い。 私服にすると寒さもしのげる

（保）私服を認めるよりも、制服のパターンを選べるように増やす。ポロシャツを生地を

変える等機能的なものに

（生）男 夏ズボン暑い 短パンで授業を受けることを認めてほしい

女 冬 パンツ

（生）教室の場所によって寒暖がある。授業中ジャージの着用を認める

（保）ジャージで電車に乗ることに違和感がある。制服で登下校すべきである。それが伝

統である

（保）せめて登校時は制服で。部活後の下校時は制服以外も認める。

（生）制服をやめることには違和感がある。時代に合ったものを認める（私服）
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（生）特別暑い寒い期間以外は制服で それで伝統は受け継がれる。我慢するのが伝統で

はない

（保）ジャージで電車通学には抵抗がある。できればポロシャツくらいで登校して欲しい

（保）登校に関してジャージには違和感がある。学校内や下校は私服でもいい。登校だけ

は制服で

（生）ジャージ登校の問題点は名前がついていること。半袖のワイシャツがいい

（保）同上。ジャージは中学生に見える。下校はいいが、登校は嫌だ

（保）朝はきちんとした制服が望ましい。ジャージは楽でいいと思うが私服は認めない

（保）（生徒からの「なぜ登校は制服以外がだめで、下校はいいのか、という問いに対し

て）社会で働く大人であれば、１日の始まりがきちんとしたスーツで出勤するよう

に、生徒にも１日が始まる時間を大事にしてほしい。これが周りの大人の見方なの

だと思う。部活が終わってからの帰宅時は、コロナ禍での着替えの問題等もあるし、

「部活頑張って帰ってきたんだな」と世間は考えるだろう。

（生）ジャージは恥ずかしいという思いはない。見られているのは自分たちである。生徒

の意見も取り入れて欲しい。

（保）年齢による意見の違い。世間がどう思うかも考えた方がいいというアドバイス

（教）期間限定なので、他の時期はきちんと制服を着る

（保）きちんと着こなせるかどうかは館一生の気持ち次第

（保）教員がきちんと指導していけるのかが問題。

決定事項

案１について

アンケート結果によれば、生徒、保護者とも約８割が登下校時について許可して欲しい

服装に「学校指定のジャージ」をあげている。私服での登下校については生徒 24 ％、保
護者 10 ％が賛成している。一方、入学式や卒業式等の公式行事での制服の必要性につい
ては、保護者、生徒ともに９割近く「制服の必要性」をあげている。

また、生徒たちが、各 HR や生徒会評議員会を経て、自分たちで考えて出してきた案と
いう点や上記の懇談会の意見も参考にして、学校として以下のように決定します。

・熱中症対策のため７月１日から９月３０日の期間は、制服を基本とするが、

学校指定のジャージでの登校を認める。但し、この期間における学校の重要

な行事である始業式、終業式、定期考査（到達度テストを含む）、学年集会、

進路（文化）講演会等には制服を着用することを義務付ける。その他制服を

着用するのを義務付ける行事は職員会議を経て校長が決定する。

・運動部活動後の下校は年間を通して学校指定のジャージもしくは部活動指定の

ジャージを着用して差し支えない。

生徒案２，４，５については、生徒案通りとします。

２ 制服で登校する場合、通常通りきちんと着用する

４ 休日の部活動は、各部で決められた服装で登校する

５ 頭髪については、自然のままで学生らしい髪型とする

以上については、来年度を試行期間とし、年度末に見直しを行います。また防寒対策の期

間については夏の様子をみて検討します。



校則等についてのアンケート結果 

生徒の回答 …回答数 614 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



校則等についてのアンケート結果 

保護者の回答 …回答数 476 名 
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